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複数の水質浄化対策案
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2

現計画案

霞ヶ浦導水事業

■現計画の概要
・霞ヶ浦導水事業を実施する。
・霞ヶ浦導水事業のうち、那珂導水路等の工事を行う。

複数の水質浄化対策案



対策案(１) 

3

霞ヶ浦：下水処理水の放流先変更
桜川・千波湖 ：接触酸化施設（湖）

○

◎

湖北流域下水道放流口

桜川・千波湖

霞ヶ浦

太
平
洋

土浦

水戸

：対策箇所

■対策箇所位置図

下水処理水の放流先変更

湖沼対策の接触酸化施設

■対策案の概要

・霞ヶ浦において、下水処理水の放流先変更により流入負荷
量を削減する。

・千波湖において、接触酸化施設により湖水を浄化する。

≪水質浄化対策案の内容≫

○霞ヶ浦
流域対策として、湖北流域下水道処理水を埋設管（延長

約35.3km）により太平洋鹿島灘に放流する。
○桜川・千波湖
千波湖において、接触酸化施設（処理水量約1.0m3/s ）に

よる水質浄化を実施。

■留意事項
・新たな下水道放流先（鹿島灘）の水質影響に対する配慮が必要。
・千波湖の周辺の公園利用等に配慮した施設の設置が必要。

複数の水質浄化対策案



対策案(２) 
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霞ヶ浦：下水処理水の放流先変更
桜川・千波湖 ：浸透ろ過法（砂ろ過）

○

◎

湖北流域下水道放流口

桜川・千波湖

霞ヶ浦

太
平
洋

土浦

水戸

：対策箇所

■対策箇所位置図

下水処理水の放流先変更

湖沼対策の浸透ろ過法（砂ろ過）

■対策案の概要

・霞ヶ浦において、下水処理水の放流先変更により流入負荷
量を削減する。

・千波湖において、浸透ろ過法（砂ろ過）により湖水を浄化する。

≪水質浄化対策案の内容≫

○霞ヶ浦
流域対策として、湖北流域下水道処理水を埋設管（延長約

35.3km）により太平洋鹿島灘に放流する。
○桜川・千波湖
千波湖において、浸透ろ過法（砂ろ過） （処理水量約1.6m3/s）

による水質浄化を実施。

■留意事項
・新たな下水道放流先（鹿島灘）の水質影響に対する配慮が必要。
・千波湖の周辺の公園利用等に配慮した施設の設置が必要。

■砂ろ過施設概要図

複数の水質浄化対策案



対策案(３) 
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霞ヶ浦：下水処理水の放流先変更
桜川・千波湖 ：土壌浄化施設（浸透法）

○

◎

湖北流域下水道放流口

桜川・千波湖

霞ヶ浦

太
平
洋

土浦

水戸

：対策箇所

■対策箇所位置図

下水処理水の放流先変更

湖沼対策の土壌浄化施設（浸透法）

■対策案の概要

・霞ヶ浦において、下水処理水の放流先変更により流入負荷
量を削減する。

・千波湖において、土壌浄化施設（浸透法）により湖水を浄化
する。

≪水質浄化対策案の内容≫

○霞ヶ浦
流域対策として、湖北流域下水道処理水を埋設管（延長

35.3km）により太平洋鹿島灘に放流する。
○桜川・千波湖
千波湖において、土壌処理施設（浸透法）（処理水量約

0.7m3/s）による水質浄化を実施。

■留意事項
・新たな下水道放流先（鹿島灘）の水質影響に対する配慮が必要。
・千波湖の周辺の公園利用等に配慮した施設の設置が必要。

土壌処理施設メカニズム

複数の水質浄化対策案



対策案(４) 
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霞ヶ浦：ウェットランド（湖内湖）
＋下水処理水の放流先変更

桜川・千波湖 ：接触酸化施設（湖）

○

◎

湖北流域下水道放流口

桜川・千波湖

霞ヶ浦

太
平
洋

土浦

水戸

：対策箇所

■対策箇所位置図

下水処理水の放流先変更

湖沼対策の接触酸化施設

■対策案の概要

・霞ヶ浦において、ウェットランド、下水処理水の放流先変更に
より流入負荷量を削減する。

・千波湖において、接触酸化施設により湖水を浄化する。

≪水質浄化対策案の内容≫

○霞ヶ浦
花室川、備前川、清明川、恋瀬川、小野川、一の瀬川、城

下川の河口部において、ウエットランド（湖内湖）よる水質浄化
を実施（処理水量約12m3/s）。また、流域対策として、湖北流域
下水道処理水を埋設管（延長35.3km）により太平洋鹿島灘に
放流する。
○桜川・千波湖
千波湖において、接触酸化施設（処理水量約1.0m3/s）による

水質浄化を実施。
■留意事項

・ウェットランド整備箇所の湖面利用に配慮が必要。
・新たな下水道放流先（鹿島灘）の水質影響に対する配慮が必要。
・千波湖の周辺の公園利用等に配慮した施設の設置が必要。

湖沼対策のウェットランド

ウェットランドの事例

複数の水質浄化対策案



○霞ヶ浦
霞ヶ浦において、接触酸化施設（湖水の処理水量約

8.0m3/s）による水質浄化を実施。
○桜川・千波湖

千波湖において、接触酸化施設（処理水量約1.0m3/s）に
よる水質浄化を実施。

対策案(５)
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太
平
洋

水戸

○

◎

土浦

桜川・千波湖

霞ヶ浦

：対策箇所

■対策箇所位置図

湖沼対策の接触酸化施設

湖沼対策の接触酸化施設

■留意事項

・千波湖の周辺の公園利用等に配慮した施設の設置が必要。

≪水質浄化対策案の内容≫

■対策案の概要
・霞ヶ浦において、接触酸化施設により湖水を浄化する。
・千波湖において、接触酸化施設により湖水を浄化する。

霞ヶ浦：接触酸化施設（湖）
桜川・千波湖 ：接触酸化施設（湖）

・霞ヶ浦流入河川周辺の土地利用等に配慮した施設の設置が必要。

複数の水質浄化対策案



複数の新規利水対策案
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現計画案

霞ヶ浦導水事業

利水者 水量

利
根
川
・
霞
ヶ
浦

茨城県（上水） 1.0m3/s

埼玉県（上水） 0.94m3/s

東京都（上水） 1.40m3/s

千葉県（工水） 0.40m3/s

印旛群市広域市町村
圏事務組合（上水）

0.746m3/s

九十九里地域水道企
業団（上水）

0.340m3/s

那
珂
川

茨城県（上水） 2.626m3/s

茨城県（工水） 1.574m3/s

□ 霞ヶ浦導水事業 建設中

□ 整備内容

霞ヶ浦導水事業によって、茨城県、
東京都、九十九里地域水道企業団、
印旛郡市広域市町村圏事務組合及
び埼玉県の水道用水並びに茨城県
及び千葉県の工業用水を開発する。

9
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■新規利水対策案の概要
【ケース1-1】 ダムかさ上げ・湖沼掘削案①

利根川(牛久沼(掘削)＋湯西川ダム(かさ上げ)＋下久保ダム(かさ上げ))
＋霞ヶ浦(霞ヶ浦(掘削))
＋那珂川(涸沼(掘削)＋那珂川沿川A＋那珂川沿川B＋深山ダム(かさ上げ))

牛久沼

下久保ダム

湯西川ダム

■湖沼開発 牛久沼（掘削）
・増加利水容量 8,800千m3

・掘削深 2.4m
・掘削土量 4,800千m3

・残土処分 4,300千m3

・拡幅面積 2.0km2

■ダム再開発 下久保ダム（かさ上げ）
・ダム堤体かさ上げ高 2.0m
・増加利水容量 10,000千m3

■ダム再開発 湯西川ダム（かさ上げ）
・ダム堤体かさ上げ高 7.0m
・増加利水容量 11,400千m3

布川

■湖沼開発 霞ヶ浦（掘削）
・増加利水容量 7,400千m3

・掘削土量 6,800千m3

・残土処分 6,700千m3

・拡幅面積 3.1km2

霞ヶ浦

◇利根川・霞ヶ浦

◇那珂川

涸沼

深山ダム

那珂川沿川Ｂ

■河道外貯留施設 那珂川沿川Ｂ
・利水容量 5,600千m3

・周囲堤 4.1km
・掘削土量 3,800千m3

・残土処分(運搬) 3,400千m3

下国井

■河道外貯留施設 那珂川沿川Ａ
・利水容量 3,600千m3

・周囲堤 4.0km
・掘削土量 2,400千m3

・残土処分(運搬) 2,200千m3

那珂川沿川Ａ

■湖沼開発 涸沼（掘削）
・増加利水容量 5,860千m3

・掘削土量 360千m3

・残土処分 360千m3

・拡幅面積 7.0km2

・潮止堰新設 １箇所

■ダム再開発 深山ダム（かさ上げ）
・ダム堤体かさ上げ高 4.0m
・増加利水容量 3,870千m3
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牛久沼

下久保ダム

湯西川ダム

■湖沼開発 牛久沼（掘削）
・増加利水容量 8,800千m3

・掘削深 2.4m
・掘削土量 4,800千m3

・残土処分 4,300千m3

・拡幅面積 2.0km2

■ダム再開発 下久保ダム（かさ上げ）
・ダム堤体かさ上げ高 2.0m
・増加利水容量 10,000千m3

■ダム再開発 湯西川ダム（かさ上げ）
・ダム堤体かさ上げ高 10.5m
・増加利水容量 19,400千m3

布川

◇利根川・霞ヶ浦

涸沼

深山ダム

那珂川沿川Ｂ

■河道外貯留施設 那珂川沿川Ｂ
・利水容量 5,600千m3

・周囲堤 4.1km
・掘削土量 3,800千m3

・残土処分(運搬) 3,400千m3

下国井

■河道外貯留施設 那珂川沿川Ａ
・利水容量 3,600千m3

・周囲堤 4.0km
・掘削土量 2,400千m3

・残土処分(運搬) 2,200千m3

那珂川沿川Ａ

◇那珂川

■湖沼開発 涸沼（掘削）
・増加利水容量 5,860千m3

・拡幅面積 7.0km2

・掘削土量 360千m3

・残土処分 360千m3

・潮止堰新設 １箇所

■ダム再開発 深山ダム（かさ上げ）
・ダム堤体かさ上げ高 4.0m
・増加利水容量 3,870千m3

■新規利水対策案の概要
【ケース1-2】 ダムかさ上げ・湖沼掘削案②

利根川・霞ヶ浦(牛久沼(掘削)＋湯西川ダム(かさ上げ)＋下久保ダム(かさ上げ))
＋那珂川(涸沼(掘削)＋那珂川沿川A＋那珂川沿川B＋深山ダム(かさ上げ))
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■新規利水対策案の概要
【ケース2】 他用途ダム（治水容量）の買い上げ案

利根川・霞ヶ浦(矢木沢ダム（治水容量）＋藤原ダム（治水容量）＋薗原ダム（治水容量）＋五十里ダム（治水
容量）)
＋那珂川(藤井川ダム（治水容量）＋東荒川ダム（治水容量）＋涸沼（掘削）＋那珂川沿川B＋深山ダム（か
さ上げ）)

矢木沢ダム

■他用途ダム（治水容量）の買い上げ
・矢木沢ダム（治水容量）18,000千m3

・藤原ダム（治水容量） 4,880千m3

・薗原ダム（治水容量） 920千m3

・五十里ダム（治水容量） 14,000千m3

五十里ダム

布川

藤原ダム

薗原ダム

◇利根川・霞ヶ浦

◇那珂川

涸沼

藤井川ダム

深山ダム

■他用途ダム（治水容量）の買い上げ
・藤井川ダム（治水容量） 2,770千m3

・東荒川ダム（治水容量） 1,230千m3

那珂川沿川Ｂ

■河道外貯留施設 那珂川沿川Ｂ
・利水容量 5,600千m3

・周囲堤 4.1km
・掘削土量 3,800千m3

・残土処分(運搬) 3,400千m3

東荒川ダム

下国井

■湖沼開発 涸沼（掘削）
・増加利水容量 5,400千m3

・拡幅面積 6.5km2

・掘削土量 320千m3

・残土処分 320千m3

・潮止堰新設 １箇所

■ダム再開発 深山ダム（かさ上げ）
・ダム堤体かさ上げ高 4.0m
・増加利水容量 3,870千m3
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牛久沼

下久保ダム

湯西川ダム

■湖沼開発 牛久沼（掘削）
・増加利水容量 8,800千m3

・掘削深 2.4m
・掘削土量 4,800千m3

・残土処分 4,300千m3

・拡幅面積 2.0km2

■ダム再開発 下久保ダム（かさ上げ）
・ダム堤体かさ上げ高 2.0m
・増加利水容量 10,000千m3

■ダム再開発 湯西川ダム（かさ上げ）
・ダム堤体かさ上げ高 10.5m
・増加利水容量 19,400千m3

布川

◇利根川・霞ヶ浦

◇那珂川

地下水取水

下国井

■地下水取水
・井戸設置深さ100m×420本

■新規利水対策案の概要
【ケース5-2】 地下水取水対策案

利根川・霞ヶ浦(牛久沼(掘削)＋湯西川ダム(かさ上げ)＋下久保ダム(かさ上げ))
＋那珂川(地下水取水)
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複数の流水の正常な機能の維持対策案
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現計画案

霞ヶ浦導水事業

■現計画の概要
・霞ヶ浦導水事業を実施する。
・霞ヶ浦導水事業のうち、那珂導水路等の工事を行う。
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■流水の正常な機能の維持対策案の概要
【ケース1】 ダムかさ上げ・湖沼掘削案

利根川(牛久沼(掘削)＋湯西川ダム(かさ上げ))
＋那珂川(那珂川沿川B)

牛久沼

■湖沼開発 牛久沼（掘削）
・増加利水容量 8,800千m3

・掘削深 2.4m
・掘削土量 4,800千m3

・残土処分 4,300千m3

・拡幅面積 2.0km2

利根川河口堰下流

湯西川ダム

■ダム再開発 湯西川ダム（かさ上げ）
・ダム堤体かさ上げ高 2.1m
・増加利水容量 1,200千m3

那珂川沿川Ｂ

下国井

◇利根川

◇那珂川
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■河道外貯留施設 那珂川沿川Ｂ
・利水容量 5,600千m3

・周囲堤 4.1km
・掘削土量 3,800千m3

・残土処分(運搬) 3,400千m3



■流水の正常な機能の維持対策案の概要
【ケース2】 他用途ダム（治水容量）の買い上げ案

利根川(矢木沢ダム（治水容量）)
＋那珂川(藤井川ダム（治水容量）＋東荒川ダム（治水容量）＋那珂川沿川B)

矢木沢ダム

■他用途ダム（治水容量）の買い上げ
・矢木沢ダム（治水容量）10,000千m3

利根川河口堰下流

◇利根川

◇那珂川

藤井川ダム

■他用途ダム（治水容量）の買い上げ
・藤井川ダム（治水容量）2,770千m3

・東荒川ダム（治水容量）1,230千m3

東荒川ダム

下国井

■河道外貯留施設（那珂川沿川Ｂ）
・利水容量 1,560千m3

・周囲堤 1.7km
・掘削土量 1,100千m3

・残土処分(運搬) 1,000千m3

那珂川沿川Ｂ
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■流水の正常な機能の維持対策案の概要
【ケース5-2】 地下水取水対策案

利根川(牛久沼（掘削）＋湯西川ダム（かさ上げ））
＋那珂川(地下水取水)

牛久沼

■湖沼開発 牛久沼（掘削）
・増加利水容量 8,800千m3

・掘削深 2.4m
・掘削土量 4,800千m3

・残土処分 4,300千m3

・拡幅面積 2.0km2

利根川河口堰下流

湯西川ダム

■ダム再開発 湯西川ダム（かさ上げ）
・ダム堤体かさ上げ高 2.1m
・増加利水容量 1,200千m3

◇利根川

地下水取水
■地下水取水
・井戸設置深さ100m×680箇所

下国井

◇那珂川
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